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ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

５月号
No.170

（左上段から）
【４才児】
　やまもと　な ぎ さちゃん
　よ な が　き す いくん
　さかざき　たけとらくん
　み う ら　きょうたろうくん
　やまざき　み　　ゆちゃん
（左下段から）
【３才児】
　にいおか　は な こちゃん
　やまもと　み す ずちゃん
　よ な が　い っ さくん
　さくらい　りゅうしょうくん
　やまもと　み な とくん
　やまざき　ゆ　　いちゃん
　さかざき　み か ぜちゃん
　やまもと　ゆ い のちゃん

みはる保育園のなかよしたち

「子どもの日」
2019
No.170５月号

待望の水揚げ！
　本格養殖となる初の水揚げとなった日本海

深浦サーモン。

　活きのいいサーモンが飛び跳ね、港は賑わ

いをみせていました。

こんなに

元気です！

（　　　）
秋元　まおちゃん（1歳）

　父　健　志さん　　　　
　母　　梓　さん　舮　作 （　　　）

島川　　輝くん（1歳）
　父　　聖　さん　　　　
　母　　舞　さん　舮　作

あきら

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

★このコーナーでは役場
　の新採用職員を紹介し
　ます。（次号へ続く） 町民課　近藤　世梧税務課　伊藤　　柊総合戦略課　間山　聖也

5・6月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和元年５月、６月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、保護者名（父母）、住所（地区のみ）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③性別④住所
⑤保護者名（父母）⑥電話番号を記入したものを添えてください。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～⑥を記入のうえ、写真データを添付
して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　TEL　74-2122（直通）
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

（　　　）
阪﨑　岳虎くん（5歳）
　父　　龍　さん　　　　
　母　麻由美さん　風合瀬

たけとら

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★
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本格養殖
初水揚げ

日本海
　深浦サーモ

ン

　
４
月
17
日
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
幕
開
け
を
告

げ
る
「
白
神
十
二
湖
山
開
き
」
が
ア
オ
ー
ネ

白
神
十
二
湖
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
約
１
２
０
人
が
出
席
し
た
安
全
祈

願
祭
で
は
、
観
光
関
係
者
が
奉
献
神
事
を
行

い
、
世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
や
十
二
湖
・

青
池
を
訪
れ
る
観
光
客
の
安
全
と
無
事
故
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
岩
崎
中
学
校
生
徒
に
よ
る
「
十

二
湖
太
鼓
」
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
力
強
く
息

の
合
っ
た
演
奏
に
参
加
者
た
ち
は
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、
待
望
の
山
開
き
を
祝
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
バ
ス
で
十
二
湖
へ
向
か
い
、
十
二
湖

森
の
会
の
ガ
イ
ド
と
と
も
に
青
池
を
散
策
。

今
年
は
晴
れ
や
か
な
青
空
の
下
、
鮮
や
か
な

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
輝
く
青
池
に
参
加
者
は

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
吉
田
町
長
は
「
昨
年
は
白
神
山
地
世
界
自

然
遺
産
25
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
観
光
入
込
客
数
等
は
Ｖ
字
復
活

と
な
り
、
観
光
事
業
に
携
わ
る
全
て
の
皆
様

の
努
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
じ
た
。
今
シ

ー
ズ
ン
は
深
浦
ら
し
い
身
の
丈
に
沿
っ
た
観

光
事
業
を
展
開
し
、
ま
た
【
奇
跡
の
森
】
と

し
て
白
神
山
地
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
、
更
な
る
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　
５
月
上
旬
か
ら
ブ
ナ
が
芽
吹
き
新
緑
の
季

節
を
迎
え
る
十
二
湖
。
参
加
者
は
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
充
実
し
た
１
日
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　
４
月
16
日
（
火
）
、
大
規
模
サ
ー
モ
ン
養

殖
事
業
に
取
り
組
む
日
本
サ
ー
モ
ン
フ
ァ
ー

ム
㈱
は
、
本
格
養
殖
移
行
後
初
め
て
と
な
る

「
日
本
海
深
浦
サ
ー
モ
ン
」
の
水
揚
げ
を
深

浦
港
で
行
い
ま
し
た
。

　
ふ
化
か
ら
中
間
養
殖
、
海
面
養
殖
ま
で
町

内
で
の
一
貫
生
産
体
制
で
成
長
し
た
サ
ー
モ

ン
。
こ
の
日
は
、
網
で
約
３
０
０
匹
を
次
々

と
水
揚
げ
し
、
鮮
度
を
保
つ
た
め
船
上
で
す

ぐ
に
活
締
め
、
血
抜
き
を
施
し
て
港
に
運
ば

れ
、
氷
水
に
つ
け
て
町
内
加
工
場
な
ど
に
出

荷
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
揚
げ
さ
れ
た
養
殖
サ
ー
モ
ン
は
平
均
で

体
長
約
60
㎝
、
重
さ
は
３
〜
４
㎏
。
約
50
㎝
、

2.5
㎏
だ
っ
た
昨
年
の
養
殖
試
験
時
よ
り
一
回

り
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
餌
を
改
良
し
た

こ
と
で
脂
乗
り
が
増
し
、
身
の
色
も
鮮
や
か

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
深
浦
漁
協
及
び
新
深
浦
町
漁

協
と
連
携
し
な
が
ら
深
浦
港
で
約
６
　’
５
０

０
匹
、
北
金
ヶ
沢
海
洋
牧
場
で
約
２
万
５
千

匹
を
養
殖
し
て
お
り
、
５
〜
６
月
に
か
け
て

計
１
３
０
ト
ン
を
水
揚
げ
す
る
予
定
で
す
。山開きの幕開けです！力強い演奏が白神山地に鳴り響いた

勢いよく飛び跳ねるサーモン 水揚げされた養殖サーモン

船
上
で
血
抜
き
作
業

白神十二湖山開き
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当選証書を受け取る堀内議員

深浦町議会議員一般選挙開票結果

堀　内　榮　治

小　野　信　吾

岩　根　　　環

菊　池　源　悦

工　藤　博　利

大　髙　恒　藏

斉　藤　　　登

藤　田　一　則

亀　川　　　肇

小　野　文　之

岩　谷　　　司

今　　　勝　吉

坂　﨑　武　光

齊　藤　のぞみ

無・現

無・現

無・新

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・新

無・新

無・現

無・現

71歳

53歳

63歳

68歳

72歳

76歳

62歳

67歳

80歳

74歳

61歳

69歳

74歳

46歳

504票

479.822票

474票

465票

463表

445票

430.332票

397票

372票

370.177票

365票

362票

357票

165.667票

当
　
　
　選

次
点

　　　　■有権者数 7,327人
（定数12－14）■投票者数 5,708人
　　　　　　　■投票率 77.90 ％

（年齢は広報発行日時点）

12名の顔触れ
深
浦
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
新
し
い
議
員
が
決
ま
る

新
し
い
議
員
が
決
ま
る

　
４
月
21
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
一

般
選
挙
の
投
票
が
町
内
23
か
所
の
投
票
所
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
統
一
地
方
選
挙
と
非
常
に
関
心
を
集
め
た

今
回
の
選
挙
は
、
現
職
11
人
、
新
人
３
人
が

立
候
補
し
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
午
後
８
時
か
ら
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
で
即

日
開
票
さ
れ
た
結
果
、
12
名
の
新
議
員
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
投
票
率
は
77
・
９
％
と
な
り
、
前

回
の
76
・
52
％
を
１
・
38
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

ま
し
た
。

町議会議員町議会議員
12名の顔触れ

堀内　榮治
岩崎字松原178－1

小野　信吾
田野沢字清滝41

岩根　　環
追良瀬字塩見崎32－39

菊池　源悦
岩崎字玉坂38

工藤　博利
深浦字岡町194－1

大髙　恒藏
深浦字岡崎251－23

斉藤　　登
風合瀬字下砂子川235－10

藤田　一則
岩坂字長谷野28－6

亀川　　肇
正道尻字小磯97－2

小野　文之
北金ヶ沢字榊原36－1

岩谷　　司
柳田字築棒沢133－11

今　　勝吉
深浦字浜町346－12
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、
前

回
の
76
・
52
％
を
１
・
38
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

ま
し
た
。

町議会議員町議会議員
12名の顔触れ

堀内　榮治
岩崎字松原178－1

小野　信吾
田野沢字清滝41

岩根　　環
追良瀬字塩見崎32－39

菊池　源悦
岩崎字玉坂38

工藤　博利
深浦字岡町194－1

大髙　恒藏
深浦字岡崎251－23

斉藤　　登
風合瀬字下砂子川235－10

藤田　一則
岩坂字長谷野28－6

亀川　　肇
正道尻字小磯97－2

小野　文之
北金ヶ沢字榊原36－1

岩谷　　司
柳田字築棒沢133－11

今　　勝吉
深浦字浜町346－12
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　深浦町保健協力員会総会・研修会が４月23日、町民文化ホールで
開催され、新任10人を含む139人の方に委嘱状が交付されました。
　今回も保健協力員を30年以上務めた方へ感謝状を贈呈後、総会で
今年度の活動内容を確認しました。
　総会後の研修会では、「薬に頼らずコレステロールを下げる方
法」をテーマとして、どんな生活をしていたらコレステロールが下
がるのか、メタボにならないための正しい姿勢等を学んだ後、その
場でできる運動等を交えながら楽しく研修していました。
　今年度から２年間、町民の健康づくりをサポートする保健協力員
は、次のとおりです。

　雪解けとともに顔を出すゴミ。春になると、道路沿いや海岸
ではいやでもゴミが目につきます。
　自分たちが住む町がゴミで汚れていくのは、誰でもいやな気
持ちになるもの。
　美しい景観のきれいな深浦を取り戻し、住みよい地域にしよ
うと、４月20日、町の恒例行事となっている沿道美化清掃が町
内全域で実施され、自治会や老人クラブなど約3,000人が参加し
ました。
　このうち、北金ヶ沢地区では315人が地区内を清掃。集落内を
はじめ、漁港周辺でも、落ち葉や側溝の泥上げなど、熱心に作
業が行われました。
　沿道美化清掃で町全体がきれいになった今、ゴミを捨てにく
い環境になっています。きれいになった町の景観を維持してい
くためにも、町民自身が「ゴミを捨てない！」との意識を持つ
ことが求められています。

　「深浦会東京」は、関東在住の深浦町出身者で組織するふるさと会です。
　昨年の交流会には約210人の会員が参加。深浦直送の郷土料理に舌鼓を打ち、久しぶりに会う親戚や友人と
昔話に花を咲かせ、年代を問わず交流を深めました。
　今年も下記のとおり開催しますので、町民の皆様のお子様、ご親戚、ご友人にぜひお知らせください。皆様
のご参加をお待ちしています。

■開 催 日　６月８日（土）午後１時～
■会　　場　きゅりあん
　　　　　　（品川区立総合区民会館）７階
　　　　　　東京都品川区東大井5－18－1　
　　　　　　TEL　03－5479－4100
■ 参 加 費　一人7,000円
　　　　　　（年会費2,000円を含む）
　　　　　　同伴一人増すごとに5,000円加算。
　　　　　　ただし、高校生以下無料

□問合せ先　深浦会東京　事務局長　松尾理沙
　　　　　　TEL　03－3418－0914
　　　　　　FAX　03－3422－0483
　　　　　　深浦会東京　会長　吉田文雄
　　　　　　090－1655－2972

後　藤　信　子さん
（５区）

川　村　眞喜子さん
（岩崎上）

漁網の近くのごみを拾う男性

沿道にある落ち葉等を拾い、歩きやすくなりました

深浦町保健協力員名簿深浦町保健協力員名簿

山　内　志保子
黄金﨑　百合子
山　中　テツ子
大　沢　えり子
熊　谷　裕　子
粟　谷　明　子
熊　谷　美智子
村　上　智恵子
赤　石　いち子
上　田　茂　子
野　呂　昭　子
木　村　ツヤ子
五十嵐　育　子
山　本　富美子
小　野　友　子
柏　倉　百合子
兼　平　はつよ
佐　藤　京　子
原　田　佐保利
葛　西　歌　子
浦　谷　み　つ
葛　西　美　幸
住　吉　千　代
上　田　玲　子
佐　藤　喜久江
竹　越　睦　子
山　田　律　子
山　本　陽　子
坂　本　美保子
紀　本　萬里子
松　本　睦　子
伊　藤　まさ子
今　　　まり子
堀　江　八重子
大　高　範　子
秋　元　陽　子
成　田　清　子
岩　根　祐　子
小　角　久　子
岡　田　恭　子
秋　元　誠　子
舘　口　優　子
伊　藤　由希子
八木沢　松　子
野　呂　喜美子
前　田　由美子
角　谷　千恵子
工　藤　治　子
山　本　靜　子
小山内　恵美子
浜　田　フミ子

舮　　作

横　　磯

３　　区

４　　区

５　　区

６　　区

７　　区

川 原 町

崎 の 町

１２　区

長 慶 平

東　　野

広　　戸

地　区 氏　　名
張　摩　シゲ子
黒　滝　三千子
板　谷　ひとみ
徳　田　みち子
大　沢　すみ子
平　岡　優　子
田　中　昭　子
吉　田　玲　子
吉　田　た　み
吉　田　茂　子
平　沢　美保子
東　條　孝　子
佐　藤　孝　子
野　呂　艶　子
山　本　て　る
一　戸　てさ子
三　浦　紀枝子
一　戸　マリ子
一　戸　陽　子
虻　川　友　子
坂　﨑　久美子
佐　藤　梅　子
大　船　由利子
兼　平　優　子
兼　平　鈴　子
小　野　とみ子
兼　平　敬　子
山　﨑　とも子
古　川　　　馨
木　村　恵利子
中　原　加代子
福　田　智　子
伊　藤　満由美
根　上　るみ子
長谷川　やし子
奥　口　敏　子
古　川　恵　子
長谷川　房　子
小　野　陽　子
杉野森　和　江
大黒谷　澄　子
七　戸　信　子
越　　　桂　子
藤　沢　美佐子
福　澤　裕美子
田　村　隆　子
小　島　久　枝
岩　谷　夏　子
米　谷　ハルヱ
世　永　恵美子

相 野 山

塩 見 崎

松　　原

驫　　木

風 合 瀬

晴　　山
　

田 野 沢

北金１区

北金２区

北金３区

関

柳　　田

地　区 氏　　名
藤　田　聖　子
小山内　則　子
藤　田　せ　つ
堀　内　憂　子
大　谷　正　子
神　馬　佳　子
鶴　田　悦　子
堀　内　宏　子
佐　藤　靖　子
斉　藤　セツ子
菊　池　　　久
菊　池　ひとみ
七　戸　有　子
萱　森　真恵子
菊　池　由　佳
川　村　眞喜子
柳　谷　幸　子
日　沼　悦　子
堀　内　百合子
鎌　田　和　恵
亀　川　むつ子
村　山　美奈子
原　田　てる子
川　村　三恵子
藤　原　功　江
平　沢　聖　子
平　沢　栄美子
七　戸　貞　子
石　井　真由美
小山内　百合子
岩　本　　　静
熊　谷　たか子
田　崎　紀　枝
鈴　木　芳　子
蝦　名　志美子
菊　池　悦　子
川　村　綾　子
伊　藤　恵美子

岩　　坂

沢　　辺
　

岩 崎 下

岩 崎 中

岩 崎 上

正　　久

森　　山

松　　神

黒　　崎

大 間 越

地　区 氏　　名
平成31年４月１日～令和３年３月31日

　　　新任10名
　　 　139名

健康長寿の町へ！～深浦会東京からのお知らせ～
「東京の深浦祭り」開催！皆様のお子様、ご親戚、ご友人等にお知らせください

住みよい
　　　きれいな町へ

沿道美化清掃

勤続20年
以上！
感謝状を
贈ります

勤続30年
以上！
表彰状を
贈ります
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業が行われました。
　沿道美化清掃で町全体がきれいになった今、ゴミを捨てにく
い環境になっています。きれいになった町の景観を維持してい
くためにも、町民自身が「ゴミを捨てない！」との意識を持つ
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昔話に花を咲かせ、年代を問わず交流を深めました。
　今年も下記のとおり開催しますので、町民の皆様のお子様、ご親戚、ご友人にぜひお知らせください。皆様
のご参加をお待ちしています。

■開 催 日　６月８日（土）午後１時～
■会　　場　きゅりあん
　　　　　　（品川区立総合区民会館）７階
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皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
、
本
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
地
域
の
実
態
把

握
と
交
通
の
課
題
を
洗
い
出
す
こ
と

が
で
き
た
た
め
、
今
年
度
中
に
町
の

課
題
解
決
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関

す
る
施
策
を
検
討
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、
調
査
・
分
析
か
ら
見
え

て
き
た
課
題
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概

要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
解
決
す
べ
き
課
題
】

■
広
域
路
線
（
鉄
道
・
路
線
バ
ス
）

の
適
切
な
確
保
・
維
持

　
町
内
に
は
高
次
の
医
療
施
設
や
大

規
模
商
業
施
設
等
が
立
地
し
て
お
ら

ず
、
町
内
外
の
連
携
を
支
え
る
移
動

手
段
と
し
て
、
県
や
周
辺
自
治
体
と

連
携
・
協
働
し
つ
つ
、
広
域
路
線

（
鉄
道
・
路
線
バ
ス
）
を
適
切
に
確

保
・
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
。

■
高
齢
者
の
移
動
を
支
え
る
域
内
移

動
手
段
の
確
保
・
維
持

　
町
の
高
齢
化
は
他
の
自
治
体
に
比

べ
て
顕
著
に
進
行
し
て
お
り
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

生
活
環
境
を
構
築
す
る
上
で
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
水
準
（
曜
日
・
頻
度

等
）
で
町
内
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
。

■
町
内
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

性
・
持
続
性
と
一
体
性
の
向
上

　
路
線
バ
ス
や
鉄
道
の
活
用
を
踏
ま

え
、
町
内
の
無
償
交
通
サ
ー
ビ
ス

（
患
者
輸
送
、
ゆ
と
り
及
び
ス
ク
ー

ル
バ
ス
）
の
効
率
性
及
び
持
続
性
の

向
上
を
図
り
、
役
割
を
明
確
に
し
つ

つ
一
体
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

■
公
共
交
通
に
対
す
る
町
民
意
識
の

醸
成

　
高
齢
者
の
自
家
用
車
の
運
転
が
難

し
く
な
っ
た
時
の
、
自
家
用
車
以
外

の
移
動
の
選
択
肢
と
な
る
「
受
け

皿
」
と
し
て
公
共
交
通
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
際
に
利
用
転
換
に
繋
が
る
よ
う
な

町
民
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
必

要
。

公
共
交
通
の
実
態

知
っ
て
い
ま
す
か
？

関係者が集まり課題を協議(交通協議会)

平成30年度公共交通町民アンケート実施状況

公共交通町民アンケート調査結果概要

【町民アンケート】
　対象：町内に住所を有する18歳以上の男女1,000人
　　　　を無作為に抽出
　　　　※対象者1,000人のうち回答者数495人
　時期：7月実施
【高齢者アンケート】
　対象：町内に住所を有する65歳以上の男女1,000人
　　　　を無作為に抽出
　　　　※対象者1,000人のうち回答者数585人
　時期：11月実施

【高校生アンケート】
　対象：町内に住所を有する全ての高校生等
　　　　※対象者188人のうち回答者数111人
　時期：9月実施
【その他】
　中学校アンケート（9月実施）
　民生委員アンケート（1月）等を実施

町民アンケート結果概要 高齢者アンケート結果概要
公共交通利用状況（６～７月） 運転免許返納意思

利用種別 返納しない理由
0 20 40 60 80 100（％）

路線バス（弘南バス）
鉄道（JR五能線）

鉄道（リゾートしらかみ）
ゆとりバス
診療所バス
その他
無回答

32.9％

52.1％

16.4％

9.6％

13.7％

13.7％

4.1％

30.1％

8.2％

41.1％

4.1％

2.7％

24.7％

11.0％

80.8％

22.9％

8.8％

5.9％

7.2％

5.3％

13.6％

0 20 40 60 80 100（％）

車がないと生活が不便
自分が家族を送迎する必要がある

運転が楽しみ
事故を起こさない自信がある

とくに理由はない
その他
無回答

利用目的 公共交通への不満
0 20 40 60 80 100（％）

買物（食料品など）
買物（服飾品など）

通院・通所
通勤・通学

業務　※通勤以外
その他
無回答

車両の段差が高くて乗り降りがしにくい
施設から駅・バス停が遠い

悪天候時に屋外で待ち続けるのが大変
自宅から駅・バス停まで歩いていくのが大変
移動に関する拘束時間が長い
悪天候時に運行の遅れが発生する
到着するまでの乗車時間が長い
車両の到着時間等がわからず不安

運賃がわからず不安
硬貨などで運賃を支払うのが面倒

その他
特になし
無回答

3.9％
8.9％
16.6％
16.4％
14.9％
13.0％

5.3％
4.4％
2.6％
6.3％
1.4％

22.6％
47.0％

■利用した
■利用していない
■無回答

■所持、返納検討
■所持、返納予定なし
■所持していない
■返納済
■無回答

73人
（14.7％）

397人
（80.2％）

25人
（5.1％）

45人
（7.7％）

340人
（58.1％）

145人
（24.8％）

22人（3.8％）

33人（5.6％）
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4.1％

30.1％

8.2％

41.1％

4.1％

2.7％

24.7％

11.0％

80.8％

22.9％

8.8％

5.9％

7.2％

5.3％
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13.0％
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4.4％
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町
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で
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Ｊ
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五
能
線
や

路
線
バ
ス
の
ほ
か
、
町
有
バ
ス
を
利

用
し
た
患
者
輸
送
、
ゆ
と
り
及
び
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
や
人

口
減
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等
に
よ
り
公
共
交
通
の
利
用

者
は
減
少
し
て
お
り
、
さ
ら
に
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
、
移
動
手
段
が
重
複

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
存
在
し
ま
す
。
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を
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ま
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。
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の
ご
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も
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、
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。
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適
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に
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高
次
の
医
療
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設
や
大
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模
商
業
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設
等
が
立
地
し
て
お
ら

ず
、
町
内
外
の
連
携
を
支
え
る
移
動

手
段
と
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て
、
県
や
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辺
自
治
体
と

連
携
・
協
働
し
つ
つ
、
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線

（
鉄
道
・
路
線
バ
ス
）
を
適
切
に
確

保
・
維
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す
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こ
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が
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要
。
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高
齢
者
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移
動
を
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内
移
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の
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・
維
持

　
町
の
高
齢
化
は
他
の
自
治
体
に
比

べ
て
顕
著
に
進
行
し
て
お
り
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

生
活
環
境
を
構
築
す
る
上
で
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
水
準
（
曜
日
・
頻
度

等
）
で
町
内
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
。

■
町
内
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

性
・
持
続
性
と
一
体
性
の
向
上

　
路
線
バ
ス
や
鉄
道
の
活
用
を
踏
ま

え
、
町
内
の
無
償
交
通
サ
ー
ビ
ス

（
患
者
輸
送
、
ゆ
と
り
及
び
ス
ク
ー

ル
バ
ス
）
の
効
率
性
及
び
持
続
性
の

向
上
を
図
り
、
役
割
を
明
確
に
し
つ

つ
一
体
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

■
公
共
交
通
に
対
す
る
町
民
意
識
の

醸
成

　
高
齢
者
の
自
家
用
車
の
運
転
が
難

し
く
な
っ
た
時
の
、
自
家
用
車
以
外

の
移
動
の
選
択
肢
と
な
る
「
受
け

皿
」
と
し
て
公
共
交
通
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
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と
も
に
、
そ

の
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に
利
用
転
換
に
繋
が
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よ
う
な

町
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意
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図
る
こ
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必

要
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っ
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ま
す
か
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関係者が集まり課題を協議(交通協議会)

平成30年度公共交通町民アンケート実施状況

公共交通町民アンケート調査結果概要

【町民アンケート】
　対象：町内に住所を有する18歳以上の男女1,000人
　　　　を無作為に抽出
　　　　※対象者1,000人のうち回答者数495人
　時期：7月実施
【高齢者アンケート】
　対象：町内に住所を有する65歳以上の男女1,000人
　　　　を無作為に抽出
　　　　※対象者1,000人のうち回答者数585人
　時期：11月実施

【高校生アンケート】
　対象：町内に住所を有する全ての高校生等
　　　　※対象者188人のうち回答者数111人
　時期：9月実施
【その他】
　中学校アンケート（9月実施）
　民生委員アンケート（1月）等を実施

町民アンケート結果概要 高齢者アンケート結果概要
公共交通利用状況（６～７月） 運転免許返納意思

利用種別 返納しない理由
0 20 40 60 80 100（％）

路線バス（弘南バス）
鉄道（JR五能線）

鉄道（リゾートしらかみ）
ゆとりバス
診療所バス
その他
無回答

32.9％

52.1％

16.4％

9.6％

13.7％

13.7％

4.1％

30.1％

8.2％

41.1％

4.1％

2.7％

24.7％

11.0％

80.8％

22.9％

8.8％

5.9％

7.2％

5.3％

13.6％
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車がないと生活が不便
自分が家族を送迎する必要がある

運転が楽しみ
事故を起こさない自信がある

とくに理由はない
その他
無回答

利用目的 公共交通への不満
0 20 40 60 80 100（％）

買物（食料品など）
買物（服飾品など）

通院・通所
通勤・通学

業務　※通勤以外
その他
無回答

車両の段差が高くて乗り降りがしにくい
施設から駅・バス停が遠い

悪天候時に屋外で待ち続けるのが大変
自宅から駅・バス停まで歩いていくのが大変
移動に関する拘束時間が長い
悪天候時に運行の遅れが発生する
到着するまでの乗車時間が長い
車両の到着時間等がわからず不安

運賃がわからず不安
硬貨などで運賃を支払うのが面倒

その他
特になし
無回答

3.9％
8.9％
16.6％
16.4％
14.9％
13.0％

5.3％
4.4％
2.6％
6.3％
1.4％

22.6％
47.0％

■利用した
■利用していない
■無回答

■所持、返納検討
■所持、返納予定なし
■所持していない
■返納済
■無回答

73人
（14.7％）

397人
（80.2％）

25人
（5.1％）

45人
（7.7％）

340人
（58.1％）

145人
（24.8％）

22人（3.8％）

33人（5.6％）
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まちか
ど

安全帽を被る児童

　小中学校の入学式が町内で一斉に行われ、
小学校30人、中学校46人の児童生徒が新
たな学校生活をスタートさせました。
　このうち、深浦小学校には男子６人、女子８人が入
学。校長先生が新入生に対して、「挨拶はみんなと仲
良くなれる魔法の言葉。ありがとう、ごめんなさいを
言えるようになりましょう」と述べると、大きな声で
返事をしていました。
　そのあと、交通安全母の会から安全帽がプレゼント
され、緊張しながらも「ありがとうございます」と、
しっかり挨拶していました。

　めぐみ子ども園前から国道101号バイパ
ス沿いに移転した北金ヶ沢警察官駐在所の開所式が行
われました。
　鯵ヶ沢警察署長は「今まで以上に地域住民との連携
を強化し、安全・安心が実感できる地域の実現に邁進
していくとともに、北金ヶ沢警察官駐在所の歴史をよ
り輝かせ誇りあるものとしていきたい」と挨拶しまし
た。
　新北金ヶ沢警察官駐在所にはコミュニティルームが
新設され、気軽に立ち寄りやすく、今まで以上利便性
が向上することが期待されます。新しくなった北金ヶ沢警察官駐在所

元気でね～！

　サクラマス幼魚とサケ稚魚の放流式
が、追良瀬親水公園で行われました。
 放流式には、関係者のほか、みよし保
育園児や深浦小３年、修道小４年など約100人が参
加。サクラマス幼魚約200尾とサケ稚魚約10万尾を
追良瀬川に放流しました。
　参加した園児や児童たちはバケツの中を元気よく
泳ぐ稚魚に「元気でね」「また戻ってきてね」など
と言葉をかけ、そっと川へ送り出しました。子供た
ちは、自分が放流した稚魚たちが見えなくなるまで
手を振り続けていました。

雨が降ってもへっちゃら！

　畜産農家の省力化と繁殖牛の飼育コスト
削減を目的とした放牧が、追良瀬牧場で行
われました。
 追良瀬牧場では、えさとなる草を求めて広い草地を歩
き回ることで、健康で病気に強い丈夫な牛を育てよう
と、春から秋までの期間中、牧草地に放牧する「夏山
冬里方式」で繁殖牛を育てています。
　今年はあいにくの雨でしたが、町内13軒の畜産農家
から、親牛・子牛合わせて48頭が牧場に集合。個体確
認を終えた牛たちは、柵が開けられると勢いよく走り
出し、久しぶりの草地を元気に駆け回りました。

　海の駅ふかうら「深浦まるごと市場」が
オープンしてから丸一年がたち、１周年記
念フェアを開催しました。
　屋外では、深浦産直友の会の皆さんが作ったズワイ
ガニ鍋やきな粉餅を無料で振る舞い、多くの買い物客
で賑わいました。施設内では１部商品を除き、全品５
％引きで販売し、深浦まるごと市場の１周年記念を祝
いました。
　今後も深浦まるごと市場は、深浦の海産物、農産物
を宣伝し、皆さんへの情報発信の場として活用される
ことが期待されています。大きな鍋にズワイガニがたくさん！

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

４／
11

４／
24

４／
26

ドキドキ、わくわくの新生活

町民の安全を守ります

大きくなって帰ってきてね

１周年記念フェアを開催

のびのびと牧場を駆け回る

４／
８

４／
16

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」

365日・24時間受け付けております。

家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備 
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まちか
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安全帽を被る児童

　小中学校の入学式が町内で一斉に行われ、
小学校30人、中学校46人の児童生徒が新
たな学校生活をスタートさせました。
　このうち、深浦小学校には男子６人、女子８人が入
学。校長先生が新入生に対して、「挨拶はみんなと仲
良くなれる魔法の言葉。ありがとう、ごめんなさいを
言えるようになりましょう」と述べると、大きな声で
返事をしていました。
　そのあと、交通安全母の会から安全帽がプレゼント
され、緊張しながらも「ありがとうございます」と、
しっかり挨拶していました。

　めぐみ子ども園前から国道101号バイパ
ス沿いに移転した北金ヶ沢警察官駐在所の開所式が行
われました。
　鯵ヶ沢警察署長は「今まで以上に地域住民との連携
を強化し、安全・安心が実感できる地域の実現に邁進
していくとともに、北金ヶ沢警察官駐在所の歴史をよ
り輝かせ誇りあるものとしていきたい」と挨拶しまし
た。
　新北金ヶ沢警察官駐在所にはコミュニティルームが
新設され、気軽に立ち寄りやすく、今まで以上利便性
が向上することが期待されます。新しくなった北金ヶ沢警察官駐在所

元気でね～！

　サクラマス幼魚とサケ稚魚の放流式
が、追良瀬親水公園で行われました。
 放流式には、関係者のほか、みよし保
育園児や深浦小３年、修道小４年など約100人が参
加。サクラマス幼魚約200尾とサケ稚魚約10万尾を
追良瀬川に放流しました。
　参加した園児や児童たちはバケツの中を元気よく
泳ぐ稚魚に「元気でね」「また戻ってきてね」など
と言葉をかけ、そっと川へ送り出しました。子供た
ちは、自分が放流した稚魚たちが見えなくなるまで
手を振り続けていました。

雨が降ってもへっちゃら！

　畜産農家の省力化と繁殖牛の飼育コスト
削減を目的とした放牧が、追良瀬牧場で行
われました。
 追良瀬牧場では、えさとなる草を求めて広い草地を歩
き回ることで、健康で病気に強い丈夫な牛を育てよう
と、春から秋までの期間中、牧草地に放牧する「夏山
冬里方式」で繁殖牛を育てています。
　今年はあいにくの雨でしたが、町内13軒の畜産農家
から、親牛・子牛合わせて48頭が牧場に集合。個体確
認を終えた牛たちは、柵が開けられると勢いよく走り
出し、久しぶりの草地を元気に駆け回りました。

　海の駅ふかうら「深浦まるごと市場」が
オープンしてから丸一年がたち、１周年記
念フェアを開催しました。
　屋外では、深浦産直友の会の皆さんが作ったズワイ
ガニ鍋やきな粉餅を無料で振る舞い、多くの買い物客
で賑わいました。施設内では１部商品を除き、全品５
％引きで販売し、深浦まるごと市場の１周年記念を祝
いました。
　今後も深浦まるごと市場は、深浦の海産物、農産物
を宣伝し、皆さんへの情報発信の場として活用される
ことが期待されています。大きな鍋にズワイガニがたくさん！

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング
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FAX：74-4546電話（７４）４５３６
病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」

365日・24時間受け付けております。

家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備 
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今回は、今年度実施する社会教育事業を紹介します。

ふかうら学ふかうら学

2019年度　深浦町教育委員会　社会教育事業紹介

円覚寺消火訓練が行われました

2019年度　深浦町教育委員会　社会教育事業紹介
　深浦町教育委員会では、今年度、下記のとおり事業を実施する予定です。
　興味がありましたら、ぜひご参加ください。詳細については、その都度広報ふかうらお知らせ版等
でお知らせいたします。
　①ノルディックウォーキング
　　５月25日（土）「いわさき歴史探訪ウォーキング」
　　６月29日（土）「行合崎ウォーキング」
　　１月25日（土）「十二湖歩くスキー＆トレッキング」（予定）
　②アドベンチャーキャンプ2019（７月）
　　テント生活や野外活動の実施。
　③町民スポーツドック（10月）
　　体力測定により自分の体力年齢の結果をお知らせします。
　④生涯学習フォーラム（２月）
　　テーマに沿った講演や参加者に体験をしてもらう事業です。

円覚寺消火訓練が行われました
　国では、昭和24年１月26日に法隆寺の金堂が火災により消失してしまったため、この日を「文化財
防火デー」に制定しました。この日を中心に文化財を火災や震災から守るため、全国的に文化財防火
運動を展開し、文化財愛護の意識高揚を図るよう指導しています。
　深浦町では、例年冬期間の開催を避け、春の火災予防運動期間に実施しています。

　今年度は４月14日（日）に

行われ、第１分団、第12分

団、第23分団と深浦消防署の

タンク車が出動し、各分団の

協力により迅速な消火訓練が

行われました。

「ふかうら歴史探訪ウォーキング」（円覚寺）

【昨年度の活動風景】

【
消
火
訓
練
の
様
子
】

社会教育関係事業へのお問い合わせは下記までお願いします。
◆　深浦町教育委員会 教育課（深浦町大字深浦字苗代沢８４－２）

ＴＥＬ：７４－４４１９　ＦＡＸ：７４－３０５０

消防団員による消火訓練 訓練後の報告消防団員による消火訓練 訓練後の報告
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大切な御縁をいただいたお客様に�～ありがとう～�と言われる仕事を心掛けています。�
ご用命は �

任せて安心の�

家族葬から一般葬・社葬まで�

ご予算に応じた御葬儀を�

提案・施工いたします。�

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ �

「一般貨物自動車運送事業（霊柩）�第�４�９�７�号」 �

厚生労働省認定�

１級葬祭ディレクター在籍店�

FAX：74‐4546電話�電話�（７４）４５３６�365日・24時間受け付けております。�

つがる市森田町森田月見野300-3　つきみの団地37�

TEL 0173－26－4341　携帯 080－6001－1760

五所川原塗装工業会会員�

代　表　藤 田　一 哉�

登録建設塗装基幹技能者�

一級建築塗装技能士�
一級鋼橋塗装技能士�
職 業 訓 練 指 導 員�
外壁アドバイザー�

※１、２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！�

　健康万歩計は、西北五医師会が、�

皆さんが健康で元気に過ごすための�

必要な情報を提供し、ドクターから�

のアドバイスを紹介するコーナーで�

す。　�

一　戸　　　淳�先生�
医療法人誠仁会尾野病院 院長�

今月のドクター�

超高齢化社会と認知症�

健康�
万歩計�
健康�
万歩計�

　みなさんは2025年問題をご存知でしょうか。

戦争が終わった直後の1947年から1949年生ま

れの、いわゆる団塊の世代の人たちが75歳を

迎えて後期高齢者となる超高齢化社会のことを

いいます。700万人の日本人、つまり65歳以上

の高齢者５人に１人が認知症になるだろうとい

われています（2012年には462万人、65歳以

上の７人に１人が認知症というデータがありま

す）。�

　認知症の原因となる病気はいろいろあります

が、特に多い病気はアルツハイマー型認知症で

す。アルツハイマー型認知症は、つい先ほどの

出来事が思い出せなくなるという特徴がありま

す。しかし本人が物忘れを自覚しないことが多

く、病院に受診したときには病状が進行してい

る場合があります。病気の進行により、物忘れ

以外の症状として、興奮・妄想・幻覚・幻視（な

いものが見える）・易怒性（怒りやすくなる）・

うつ状態（気分の落ち込みなど）・失禁（尿や便

をもらす）・徘徊（目的なくあちこち歩きまわる）

といった症状が現れることがあり、治療が難し

くなることがあります。ご家族や周囲の方たち

の『あれ？以前と比べて変わってきているか

な？』という気づきが早期診断の手がかりとな

ることがあります。�

　アルツハイマー型認知症の原因はある程度わ

かっていますが、今のところ特効薬はありませ

ん。症状の進行を遅らせる数種類の飲み薬と貼

り薬があります。治療の中心は非薬物療法です。

孤独にならず、家族と楽しく過ごすことや、デ

イサービスやデイケア、訪問サービスなどを利

用し、他者とのコミュニケーションをとってい

くことが大切です。また、音楽療法や昔のこと

を話し合う回想法により症状の改善が認められ

るといわれています。�

　喫煙、飲酒、運動不足、偏食、糖尿病などが

アルツハイマー型認知症の発症リスクを高める

といわれていますので、生活習慣の改善が発症

予防のため大切になります。�

　今後は少子・超高齢化社会となり、2025年

には20歳～64歳の労働者1.8人で１人の高齢者

を支えなければならないという厳しい時代に突

入していきます（今は2.2人で１人の高齢者を

支えています）。そのような時代に生きる私た

ちは、『年老いても元気に！自分のことは自分

で出来る！』ということをスローガンに、一人

ひとりが楽しく、心豊かな老後を過ごしていけ

る社会にしていきたいものと感じています。�

検索

　夜間頻尿とは「夜間排尿のために1回以上起きなけれ
ばならないという訴え」と定義されます。尿に関する
訴えは実に様々で、出が悪い、した後もちょろちょろ
キレが悪い、残っている感じがする（残尿感）、急に
したくなって我慢がきかない（尿意切迫感）等々様々
ですが、今回話題の夜間頻尿は最もつらい症状といっ
てよいでしょう。眠い目をこすりながら夜間トイレに
何回も立たなければならないわけで転倒や骨折の原因
となり御高齢の方には生命予後と関連する可能性もあ
ります。隣に寝ている奥様や旦那様も最初は優しい言
葉をかけてくれますが毎日となれば愚痴っぽくもな
り、とうとう寝室にいられなくなって居間で寝ている
という患者さんもいます。
　我々医療者にとってもつらいところです。それはこ
の病態がとても複雑だからです。糖尿病や心不全、高
血圧、不眠症といった疾患が夜間頻尿と関連ありとさ
れていて、他科の先生方の協力を仰がなければならな
い場合も多く、患者様に対する我々医療者のマネージ
メント能力も問われます。夜間頻尿の治療方針を考え
る上で、私は3つのパターンを想定しています。それ
は、①夜間多尿　②膀胱畜尿障害　③睡眠障害です。
このうち、㈪の膀胱畜尿障害（膀胱が尿を貯める能力
が落ちること）は前立腺肥大症や過活動膀胱に伴うも
ので、これに対しては多くのお薬が用意されていま

す。問題は①と③です。まず①の夜間多尿は夜間頻尿
と言葉が似ていますが、別物です。本来人は夜間には
尿はあまり作られないようにできていますが、何らか
の原因でこのシステムが狂ってしまうと、実に一日の
尿量の半分以上が夜間に作られるといった事態になり
ます。こうなってしまいますと当然回数も増えます。
高血圧や心不全、慢性腎不全等の患者さんによく見ら
れます。お子様のおねしょ（夜尿症）に処方するお薬
が効きそうですが残念ながら適応になっておりませ
ん。もう一つが③の睡眠障害です。眠れさえすれば夜
間に排尿に立たずとも済むものを、眠れないがために
トイレに立つ。結構いらっしゃいませんか？そういう
方。じゃ、睡眠薬をと考えがちですが早くに耐性（お
薬が効かなくなること）が生じるとも言われ、安易な
使用は慎むべきとされます。
　こうして見てきますと夜間頻尿に関して泌尿器科医
ができることは非常に限られていると感じます。ただ
何もできませんでは済まないわけで、とにかく日々患
者様のお話をよく聞いて、時にはお薬を、時には他科
の先生に相談をそして時には患者さんと一緒に悩んで
診療に当たっている今日この頃です。医者にしゃべっ
ただけで調子が少しよくなったという患者さんもいら
っしゃいます。何だか恥ずかしいからとか、年だから
と一人で悩まず是非一度相談ください。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

夜間頻尿

神　村　典　孝　先生
かみむらクリニック泌尿器科・内科・院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計
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　興味がありましたら、ぜひご参加ください。詳細については、その都度広報ふかうらお知らせ版等
でお知らせいたします。
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　②アドベンチャーキャンプ2019（７月）
　　テント生活や野外活動の実施。
　③町民スポーツドック（10月）
　　体力測定により自分の体力年齢の結果をお知らせします。
　④生涯学習フォーラム（２月）
　　テーマに沿った講演や参加者に体験をしてもらう事業です。

円覚寺消火訓練が行われました
　国では、昭和24年１月26日に法隆寺の金堂が火災により消失してしまったため、この日を「文化財
防火デー」に制定しました。この日を中心に文化財を火災や震災から守るため、全国的に文化財防火
運動を展開し、文化財愛護の意識高揚を図るよう指導しています。
　深浦町では、例年冬期間の開催を避け、春の火災予防運動期間に実施しています。

　今年度は４月14日（日）に

行われ、第１分団、第12分

団、第23分団と深浦消防署の

タンク車が出動し、各分団の

協力により迅速な消火訓練が

行われました。
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つがる市森田町森田月見野300-3　つきみの団地37�

TEL 0173－26－4341　携帯 080－6001－1760

五所川原塗装工業会会員�

代　表　藤 田　一 哉�

登録建設塗装基幹技能者�

一級建築塗装技能士�
一級鋼橋塗装技能士�
職 業 訓 練 指 導 員�
外壁アドバイザー�

※１、２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！�

　健康万歩計は、西北五医師会が、�

皆さんが健康で元気に過ごすための�

必要な情報を提供し、ドクターから�

のアドバイスを紹介するコーナーで�

す。　�

一　戸　　　淳�先生�
医療法人誠仁会尾野病院 院長�

今月のドクター�

超高齢化社会と認知症�

健康�
万歩計�
健康�
万歩計�

　みなさんは2025年問題をご存知でしょうか。

戦争が終わった直後の1947年から1949年生ま

れの、いわゆる団塊の世代の人たちが75歳を

迎えて後期高齢者となる超高齢化社会のことを

いいます。700万人の日本人、つまり65歳以上

の高齢者５人に１人が認知症になるだろうとい

われています（2012年には462万人、65歳以

上の７人に１人が認知症というデータがありま

す）。�

　認知症の原因となる病気はいろいろあります

が、特に多い病気はアルツハイマー型認知症で

す。アルツハイマー型認知症は、つい先ほどの

出来事が思い出せなくなるという特徴がありま

す。しかし本人が物忘れを自覚しないことが多

く、病院に受診したときには病状が進行してい

る場合があります。病気の進行により、物忘れ

以外の症状として、興奮・妄想・幻覚・幻視（な

いものが見える）・易怒性（怒りやすくなる）・

うつ状態（気分の落ち込みなど）・失禁（尿や便

をもらす）・徘徊（目的なくあちこち歩きまわる）

といった症状が現れることがあり、治療が難し

くなることがあります。ご家族や周囲の方たち

の『あれ？以前と比べて変わってきているか

な？』という気づきが早期診断の手がかりとな

ることがあります。�

　アルツハイマー型認知症の原因はある程度わ

かっていますが、今のところ特効薬はありませ

ん。症状の進行を遅らせる数種類の飲み薬と貼

り薬があります。治療の中心は非薬物療法です。

孤独にならず、家族と楽しく過ごすことや、デ

イサービスやデイケア、訪問サービスなどを利

用し、他者とのコミュニケーションをとってい

くことが大切です。また、音楽療法や昔のこと

を話し合う回想法により症状の改善が認められ

るといわれています。�

　喫煙、飲酒、運動不足、偏食、糖尿病などが

アルツハイマー型認知症の発症リスクを高める

といわれていますので、生活習慣の改善が発症

予防のため大切になります。�

　今後は少子・超高齢化社会となり、2025年

には20歳～64歳の労働者1.8人で１人の高齢者

を支えなければならないという厳しい時代に突

入していきます（今は2.2人で１人の高齢者を

支えています）。そのような時代に生きる私た

ちは、『年老いても元気に！自分のことは自分

で出来る！』ということをスローガンに、一人

ひとりが楽しく、心豊かな老後を過ごしていけ

る社会にしていきたいものと感じています。�

検索

　夜間頻尿とは「夜間排尿のために1回以上起きなけれ
ばならないという訴え」と定義されます。尿に関する
訴えは実に様々で、出が悪い、した後もちょろちょろ
キレが悪い、残っている感じがする（残尿感）、急に
したくなって我慢がきかない（尿意切迫感）等々様々
ですが、今回話題の夜間頻尿は最もつらい症状といっ
てよいでしょう。眠い目をこすりながら夜間トイレに
何回も立たなければならないわけで転倒や骨折の原因
となり御高齢の方には生命予後と関連する可能性もあ
ります。隣に寝ている奥様や旦那様も最初は優しい言
葉をかけてくれますが毎日となれば愚痴っぽくもな
り、とうとう寝室にいられなくなって居間で寝ている
という患者さんもいます。
　我々医療者にとってもつらいところです。それはこ
の病態がとても複雑だからです。糖尿病や心不全、高
血圧、不眠症といった疾患が夜間頻尿と関連ありとさ
れていて、他科の先生方の協力を仰がなければならな
い場合も多く、患者様に対する我々医療者のマネージ
メント能力も問われます。夜間頻尿の治療方針を考え
る上で、私は3つのパターンを想定しています。それ
は、①夜間多尿　②膀胱畜尿障害　③睡眠障害です。
このうち、㈪の膀胱畜尿障害（膀胱が尿を貯める能力
が落ちること）は前立腺肥大症や過活動膀胱に伴うも
ので、これに対しては多くのお薬が用意されていま

す。問題は①と③です。まず①の夜間多尿は夜間頻尿
と言葉が似ていますが、別物です。本来人は夜間には
尿はあまり作られないようにできていますが、何らか
の原因でこのシステムが狂ってしまうと、実に一日の
尿量の半分以上が夜間に作られるといった事態になり
ます。こうなってしまいますと当然回数も増えます。
高血圧や心不全、慢性腎不全等の患者さんによく見ら
れます。お子様のおねしょ（夜尿症）に処方するお薬
が効きそうですが残念ながら適応になっておりませ
ん。もう一つが③の睡眠障害です。眠れさえすれば夜
間に排尿に立たずとも済むものを、眠れないがために
トイレに立つ。結構いらっしゃいませんか？そういう
方。じゃ、睡眠薬をと考えがちですが早くに耐性（お
薬が効かなくなること）が生じるとも言われ、安易な
使用は慎むべきとされます。
　こうして見てきますと夜間頻尿に関して泌尿器科医
ができることは非常に限られていると感じます。ただ
何もできませんでは済まないわけで、とにかく日々患
者様のお話をよく聞いて、時にはお薬を、時には他科
の先生に相談をそして時には患者さんと一緒に悩んで
診療に当たっている今日この頃です。医者にしゃべっ
ただけで調子が少しよくなったという患者さんもいら
っしゃいます。何だか恥ずかしいからとか、年だから
と一人で悩まず是非一度相談ください。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

夜間頻尿

神　村　典　孝　先生
かみむらクリニック泌尿器科・内科・院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計
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深
校
だ
よ
り

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

《４月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,825人
4,288人
8,113人
3,731世帯

（－ 7）
（－ 7）
（－14）
（＋ 5）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

虐
待
の
児
に
遮
断
機
降
り
た
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　浜

　町

　闊

　歩

揺
れ
う
ご
く
小
舟
操
り
波
間
ぬ
け

　
　
　
　
　
　
　後

　藤

　信

　柳

追
伸
に
金
な
い
本
音
書
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　乳

　井

　光

　昭

終
戦
を
知
っ
て
る
時
計
ま
だ
動
く

　
　
　
　
　
　
　蒲

　田

　磨

　砂

夢
を
乗
せ
新
元
号
が
動
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　佐

　藤

　
　
　豊

働
い
た
軍
手
が
大
地
の
汗
を
吸
う

　
　
　
　
　
　
　山

　野

　茶
花
子

踏
み
締
め
た
大
地
が
春
を
歌
い
だ
す

　
　
　
　
　
　池

　田

　郷
太
郎

告
白
の
返
事
を
待
っ
て
い
る
鼓
動

　
　
　
　
　
　
　佐
々
木

　か
も
め

背
中
押
す
動
力
源
よ
燃
ゆ
る
愛

　
　
　
　
　
　
　
　吉

　田

　吹

　喜 

夢 

夢 

夢 

追
っ
て
明
日
の
切
符
買
う

　
　
　
　
　
　草

　野

　力

　丸

３
月
21
日
〜
４
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
齊
　
藤
　
涼
　
太
（
北
金
１
区
）

岡
　
部
　
唯
　
香
（
　
　
　
　
）

　
長
か
っ
た
10
日
間
の
Ｇ
Ｗ
が
終
わ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
う
過
ご
し

ま
し
た
か
。

　
私
は
結
婚
式
の
打
合
せ
や
準
備
が

ほ
と
ん
ど
で
、
あ
ま
り
遠
出
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
花
見
シ
ー
ズ
ン
は

車
窓
か
ら
見
る
藤
崎
町
の
７
号
線
沿

い
の
桜
並
木
が
素
敵
で
、
私
は
そ
れ

で
満
足
で
し
た
。

　
そ
し
て
明
日
、
つ
い
に
結
婚
式
を

迎
え
ま
す
。
緊
張
し
ま
す
。
最
高
の

式
に
な
る
と
い
い
な
あ
。

平
成

   31
年
度
深
浦
校
舎
ス
タ
ー
ト

　
４
月
８
日
、
平
成
31
年
度
青
森
県
立
木
造
高
校

深
浦
校
舎
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
16
名
の
新
入
生

が
入
学
し
ま
し
た
。
出
身
中
学
校
の
内
訳
は
、
深

浦
中
学
校
12
名
、
大
戸
瀬
中
学
校
４
名
で
す
。

　
石
澤
德
成
校
長
か
ら
の
式
辞
で
は
、
世
界
に
は

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
が
未
だ
数
多
く
い
る
な

か
、
学
校
に
通
え
る
自
分
た
ち
は
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
高
校
で
の
３
年
間
を

ど
う
過
ご
し
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
、

そ
し
て
社
会
に
出
た
と
き
に
当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
新

入
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
９
日
の
対
面
式
の
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
・
イ

ラ
ス
ト
部
・
ビ
ジ
ネ
ス

愛
好
会
・
深
浦
町
探
究

愛
好
会
・
サ
ッ
カ
ー
部
・

硬
式
野
球
部
・
陸
上
競

技
部
・
卓
球
部
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
の
部
活

動
・
愛
好
会
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
生
徒
の
声
】

　入
学
式

　新
入
生
宣
誓

　野
呂

　麗
央
奈

　さ
ん

　
入
学
式
の
宣
誓
は
上
手
く
で
き
る
か
不
安
で
し

た
が
、
先
生
方
が
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
た

め
、
緊
張
は
し
た
も
の
の
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
宣
誓
し
た
と
お
り
、
校
訓
・
校
則

を
守
り
、
勉
学
に
励
ん
で
、
学
校
生
活
を
楽
し
み

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　対
面
式

　新
入
生
代
表

　木
村

　崚
生

　君

　
入
学
し
て
か
ら
す
ぐ
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
間
違
え
る
こ
と
な

く
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
深

校
生
と
し
て
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
早
く
高
校
生
活
に
慣
れ

て
、
深
校
生
と
し
て
恥
じ
な
い
行
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

【
５
・
６
月
の
行
事
予
定
】

５
月
17
日（
金
）交
通
安
全
教
室

　
　
21
日（
水
）進
路
説
明
会

　
　
22
日（
水
）高
校
総
体
壮
行
式

　
　
23
日（
木
）〜
高
校
総
体
（
陸
上
競
技
）

　
　
25
日（
土
）〜
高
校
総
体
（
卓
球
競
技
）

　
　
27
日（
月
）１
年
次
白
神
体
験
学
習

　
　
　
　
　
　
２
、
３
年
次
遠
足

　
　
31
日（
金
）高
校
総
体
開
会
式

　
　
　
　
　
　
〜
高
校
総
体
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
）

６
月
８
日（
土
）体
育
祭

　
　
14
日（
金
）芸
術
鑑
賞
教
室

　
　
27
日（
木
）性
教
育
セ
ミ
ナ
ー

お
し
ら
せ

　
夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
鎖
日
　
８
月
13
日（
火
）

〜
14
日（
水
）２
日
間

　学
校
閉
鎖
中
は
、
校
内
外
の
部
活
動
は
禁
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
職
員
が
不
在
の
た
め
、
学

校
へ
の
問
合
せ
、
各
種
証
明
書
の
発
行
の
対
応
は

で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伊
　
藤
　
い
　
と
（
96
）
崎
の
町

山
　
内
　
　
　
太
（
70
）
驫
　
　
木

山
　
内
　
正
　
行
（
39
）
驫
　
　
木

小
　
野
　
久
　
二
（
87
）
北
金
１
区

八
木
橋
　
清
　
枝
（
87
）
北
金
２
区

民
　
谷
　
公
　
明
（
87
）
北
金
３
区

古
　
川
　
悦
　
子
（
73
）
北
金
３
区

島
　
　
　
亀
　
衞
（
92
）
　
　関

田
　
村
　
忠
　
美
（
79
）
　
　関

岩
　
谷
　
や
　
ゑ
（
86
）
岩
　
　
坂

村
　
山
　
と
　
み
（
81
）
正
　
　
久

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

）

古
　
川
　
貴
　
翔
　
元
　
貴
　
北
金
３
区

　
　
　
　
　
　
　
　
美
穂
子

と

た
っ

（

）

越
　
　
　
愛
　
桜
　
康
　
祐
　
　
　関

　
　
　
　
　
　
　
　
優
　
枝

ら

あ
い

北
海
道
岩
内
郡

岩
内
町

第13回

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担

当
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を

美
味
し
く
可
愛
く
紹
介
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

●
チ
ェ
ル
キ
ー
　
￥
１
６
０

　
４
月
16
日
（
火
）
の
山
開
き
後
、

少
し
小
腹
が
す
い
た
の
で
「
物
産
館

キ
ョ
ロ
ロ
」
さ
ん
へ
立
ち
寄
り
ま
し

た
。

　
入
っ
て
す
ぐ
右
側
に
は
、
た
く
さ

ん
の
軽
食
が
並
び
、
お
い
し
そ
う
な

香
り
が
立
ち
込
め
ま
す
。
今
回
は
そ

の
中
で
も
店
員
さ
ん
が
お
勧
め
し
て

い
る
「
チ
ェ
ル
キ
ー
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
「
チ
ェ
ル
キ
ー
」
っ
て
何
だ
ろ

う
？
と
疑
問
に
思
い
な
が
ら
も
注
文

し
ま
し
た
。
出
て
き
た
の
は
、
き
り

た
ん
ぽ
の
よ
う
な
、
ふ
が
し
の
よ
う

な
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
。
今
回
は
、
断
面

が
分
か
る
よ
う
に
半
分
に
切
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
恐
る
恐
る
一
口
パ
ク

リ
。
な
ん
と
、
ふ
わ
っ
と
リ
ン
ゴ
の

果
肉
の
甘
さ
が
広
が
り
、
美
味
し
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
チ
ェ
ル
キ
ー
は
お
店
で
生
地
を
発

酵
さ
せ
、
リ
ン
ゴ
の
甘
い
果
肉
を
一

緒
に
入
れ
練
り
込
ん
で
ス
テ
ィ
ッ
ク

状
に
し
て
焼
い
て
お
り
、
デ
ニ
ッ
シ

ュ
生
地
の
中
に
甘
い
リ
ン
ゴ
の
果
肉

が
入
っ
て
い
ま
す
。
焼
き
立
て
は
バ

タ
ー
の
香
り
が
際
立
ち
、
サ
ク
サ
ク

と
し
た
食
感
が
最
高
で
す
。
冷
め
て

も
デ
ニ
ッ
シ
ュ
生
地
が
も
っ
ち
り
と

し
て
、
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

キ
ョ
ロ
ロ
さ
ん
で
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
そ
う
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
、
田
楽
き
な
粉
わ
ら
び

餅
（
１
７
０
円
）
や
煮
干
し
ラ
ー
メ

ン
（
８
０
０
円
）
な
ど
が
人
気
で
、

軽
食
か
ら
ガ
ッ
ツ
リ
系
ま
で
何
で
も

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　
十
二
湖
を
散
策
し
終
わ
っ
た
ら
、

チ
ェ
ル
キ
ー
を
食
べ
て
大
満
足
で
す

ね
。
美
味
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
♪
　

◆
店
舗
情
報

　
物
産
展
キ
ョ
ロ
ロ
（
松
神
字
神
山
１̶

56
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
77̶

２
７
８
１

　
営
業
時
間
：
４
月
〜
11
月
末
ま
で

　
　
　
　
　
　
９
時
半
〜
16
時
半

戸
籍

窓
の
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深
校
だ
よ
り

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

《４月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,825人
4,288人
8,113人
3,731世帯

（－ 7）
（－ 7）
（－14）
（＋ 5）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

虐
待
の
児
に
遮
断
機
降
り
た
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　浜

　町

　闊

　歩

揺
れ
う
ご
く
小
舟
操
り
波
間
ぬ
け

　
　
　
　
　
　
　後

　藤

　信

　柳

追
伸
に
金
な
い
本
音
書
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　乳

　井

　光

　昭

終
戦
を
知
っ
て
る
時
計
ま
だ
動
く

　
　
　
　
　
　
　蒲

　田

　磨

　砂

夢
を
乗
せ
新
元
号
が
動
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　佐

　藤

　
　
　豊

働
い
た
軍
手
が
大
地
の
汗
を
吸
う

　
　
　
　
　
　
　山

　野

　茶
花
子

踏
み
締
め
た
大
地
が
春
を
歌
い
だ
す

　
　
　
　
　
　池

　田

　郷
太
郎

告
白
の
返
事
を
待
っ
て
い
る
鼓
動

　
　
　
　
　
　
　佐
々
木

　か
も
め

背
中
押
す
動
力
源
よ
燃
ゆ
る
愛

　
　
　
　
　
　
　
　吉

　田

　吹

　喜 

夢 

夢 

夢 

追
っ
て
明
日
の
切
符
買
う

　
　
　
　
　
　草

　野

　力

　丸

３
月
21
日
〜
４
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
齊
　
藤
　
涼
　
太
（
北
金
１
区
）

岡
　
部
　
唯
　
香
（
　
　
　
　
）

　
長
か
っ
た
10
日
間
の
Ｇ
Ｗ
が
終
わ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
う
過
ご
し

ま
し
た
か
。

　
私
は
結
婚
式
の
打
合
せ
や
準
備
が

ほ
と
ん
ど
で
、
あ
ま
り
遠
出
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
花
見
シ
ー
ズ
ン
は

車
窓
か
ら
見
る
藤
崎
町
の
７
号
線
沿

い
の
桜
並
木
が
素
敵
で
、
私
は
そ
れ

で
満
足
で
し
た
。

　
そ
し
て
明
日
、
つ
い
に
結
婚
式
を

迎
え
ま
す
。
緊
張
し
ま
す
。
最
高
の

式
に
な
る
と
い
い
な
あ
。

平
成

   31
年
度
深
浦
校
舎
ス
タ
ー
ト

　
４
月
８
日
、
平
成
31
年
度
青
森
県
立
木
造
高
校

深
浦
校
舎
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
16
名
の
新
入
生

が
入
学
し
ま
し
た
。
出
身
中
学
校
の
内
訳
は
、
深

浦
中
学
校
12
名
、
大
戸
瀬
中
学
校
４
名
で
す
。

　
石
澤
德
成
校
長
か
ら
の
式
辞
で
は
、
世
界
に
は

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
が
未
だ
数
多
く
い
る
な

か
、
学
校
に
通
え
る
自
分
た
ち
は
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
高
校
で
の
３
年
間
を

ど
う
過
ご
し
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
、

そ
し
て
社
会
に
出
た
と
き
に
当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
新

入
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
９
日
の
対
面
式
の
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
・
イ

ラ
ス
ト
部
・
ビ
ジ
ネ
ス

愛
好
会
・
深
浦
町
探
究

愛
好
会
・
サ
ッ
カ
ー
部
・

硬
式
野
球
部
・
陸
上
競

技
部
・
卓
球
部
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
の
部
活

動
・
愛
好
会
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
生
徒
の
声
】

　入
学
式

　新
入
生
宣
誓

　野
呂

　麗
央
奈

　さ
ん

　
入
学
式
の
宣
誓
は
上
手
く
で
き
る
か
不
安
で
し

た
が
、
先
生
方
が
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
た

め
、
緊
張
は
し
た
も
の
の
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
宣
誓
し
た
と
お
り
、
校
訓
・
校
則

を
守
り
、
勉
学
に
励
ん
で
、
学
校
生
活
を
楽
し
み

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　対
面
式

　新
入
生
代
表

　木
村

　崚
生

　君

　
入
学
し
て
か
ら
す
ぐ
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
間
違
え
る
こ
と
な

く
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
深

校
生
と
し
て
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
早
く
高
校
生
活
に
慣
れ

て
、
深
校
生
と
し
て
恥
じ
な
い
行
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

【
５
・
６
月
の
行
事
予
定
】

５
月
17
日（
金
）交
通
安
全
教
室

　
　
21
日（
水
）進
路
説
明
会

　
　
22
日（
水
）高
校
総
体
壮
行
式

　
　
23
日（
木
）〜
高
校
総
体
（
陸
上
競
技
）

　
　
25
日（
土
）〜
高
校
総
体
（
卓
球
競
技
）

　
　
27
日（
月
）１
年
次
白
神
体
験
学
習

　
　
　
　
　
　
２
、
３
年
次
遠
足

　
　
31
日（
金
）高
校
総
体
開
会
式

　
　
　
　
　
　
〜
高
校
総
体
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
）

６
月
８
日（
土
）体
育
祭

　
　
14
日（
金
）芸
術
鑑
賞
教
室

　
　
27
日（
木
）性
教
育
セ
ミ
ナ
ー

お
し
ら
せ

　
夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
鎖
日
　
８
月
13
日（
火
）

〜
14
日（
水
）２
日
間

　学
校
閉
鎖
中
は
、
校
内
外
の
部
活
動
は
禁
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
職
員
が
不
在
の
た
め
、
学

校
へ
の
問
合
せ
、
各
種
証
明
書
の
発
行
の
対
応
は

で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伊
　
藤
　
い
　
と
（
96
）
崎
の
町

山
　
内
　
　
　
太
（
70
）
驫
　
　
木

山
　
内
　
正
　
行
（
39
）
驫
　
　
木

小
　
野
　
久
　
二
（
87
）
北
金
１
区

八
木
橋
　
清
　
枝
（
87
）
北
金
２
区

民
　
谷
　
公
　
明
（
87
）
北
金
３
区

古
　
川
　
悦
　
子
（
73
）
北
金
３
区

島
　
　
　
亀
　
衞
（
92
）
　
　関

田
　
村
　
忠
　
美
（
79
）
　
　関

岩
　
谷
　
や
　
ゑ
（
86
）
岩
　
　
坂

村
　
山
　
と
　
み
（
81
）
正
　
　
久

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

）

古
　
川
　
貴
　
翔
　
元
　
貴
　
北
金
３
区

　
　
　
　
　
　
　
　
美
穂
子

と

た
っ

（

）

越
　
　
　
愛
　
桜
　
康
　
祐
　
　
　関

　
　
　
　
　
　
　
　
優
　
枝

ら

あ
い

北
海
道
岩
内
郡

岩
内
町

第13回

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担

当
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を

美
味
し
く
可
愛
く
紹
介
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

●
チ
ェ
ル
キ
ー
　
￥
１
６
０

　
４
月
16
日
（
火
）
の
山
開
き
後
、

少
し
小
腹
が
す
い
た
の
で
「
物
産
館

キ
ョ
ロ
ロ
」
さ
ん
へ
立
ち
寄
り
ま
し

た
。

　
入
っ
て
す
ぐ
右
側
に
は
、
た
く
さ

ん
の
軽
食
が
並
び
、
お
い
し
そ
う
な

香
り
が
立
ち
込
め
ま
す
。
今
回
は
そ

の
中
で
も
店
員
さ
ん
が
お
勧
め
し
て

い
る
「
チ
ェ
ル
キ
ー
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
「
チ
ェ
ル
キ
ー
」
っ
て
何
だ
ろ

う
？
と
疑
問
に
思
い
な
が
ら
も
注
文

し
ま
し
た
。
出
て
き
た
の
は
、
き
り

た
ん
ぽ
の
よ
う
な
、
ふ
が
し
の
よ
う

な
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
。
今
回
は
、
断
面

が
分
か
る
よ
う
に
半
分
に
切
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
恐
る
恐
る
一
口
パ
ク

リ
。
な
ん
と
、
ふ
わ
っ
と
リ
ン
ゴ
の

果
肉
の
甘
さ
が
広
が
り
、
美
味
し
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
チ
ェ
ル
キ
ー
は
お
店
で
生
地
を
発

酵
さ
せ
、
リ
ン
ゴ
の
甘
い
果
肉
を
一

緒
に
入
れ
練
り
込
ん
で
ス
テ
ィ
ッ
ク

状
に
し
て
焼
い
て
お
り
、
デ
ニ
ッ
シ

ュ
生
地
の
中
に
甘
い
リ
ン
ゴ
の
果
肉

が
入
っ
て
い
ま
す
。
焼
き
立
て
は
バ

タ
ー
の
香
り
が
際
立
ち
、
サ
ク
サ
ク

と
し
た
食
感
が
最
高
で
す
。
冷
め
て

も
デ
ニ
ッ
シ
ュ
生
地
が
も
っ
ち
り
と

し
て
、
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

キ
ョ
ロ
ロ
さ
ん
で
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
そ
う
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
、
田
楽
き
な
粉
わ
ら
び

餅
（
１
７
０
円
）
や
煮
干
し
ラ
ー
メ

ン
（
８
０
０
円
）
な
ど
が
人
気
で
、

軽
食
か
ら
ガ
ッ
ツ
リ
系
ま
で
何
で
も

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　
十
二
湖
を
散
策
し
終
わ
っ
た
ら
、

チ
ェ
ル
キ
ー
を
食
べ
て
大
満
足
で
す

ね
。
美
味
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
♪
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情
報

　
物
産
展
キ
ョ
ロ
ロ
（
松
神
字
神
山
１̶

56
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
77̶

２
７
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整
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2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

５月号
No.170

（左上段から）
【４才児】
　やまもと　な ぎ さちゃん
　よ な が　き す いくん
　さかざき　たけとらくん
　み う ら　きょうたろうくん
　やまざき　み　　ゆちゃん
（左下段から）
【３才児】
　にいおか　は な こちゃん
　やまもと　み す ずちゃん
　よ な が　い っ さくん
　さくらい　りゅうしょうくん
　やまもと　み な とくん
　やまざき　ゆ　　いちゃん
　さかざき　み か ぜちゃん
　やまもと　ゆ い のちゃん

みはる保育園のなかよしたち

「子どもの日」
2019
No.170５月号

待望の水揚げ！
　本格養殖となる初の水揚げとなった日本海

深浦サーモン。

　活きのいいサーモンが飛び跳ね、港は賑わ

いをみせていました。

こんなに

元気です！

（　　　）
秋元　まおちゃん（1歳）

　父　健　志さん　　　　
　母　　梓　さん　舮　作 （　　　）

島川　　輝くん（1歳）
　父　　聖　さん　　　　
　母　　舞　さん　舮　作

あきら

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

★このコーナーでは役場
　の新採用職員を紹介し
　ます。（次号へ続く） 町民課　近藤　世梧税務課　伊藤　　柊総合戦略課　間山　聖也

5・6月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和元年５月、６月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、保護者名（父母）、住所（地区のみ）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③性別④住所
⑤保護者名（父母）⑥電話番号を記入したものを添えてください。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～⑥を記入のうえ、写真データを添付
して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　TEL　74-2122（直通）
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

（　　　）
阪﨑　岳虎くん（5歳）
　父　　龍　さん　　　　
　母　麻由美さん　風合瀬

たけとら

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★


